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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 1日 (2005.8.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る こ と に よ る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る こ
と に よ る 、 哺 乳 動 物 の 免 疫 能 力 を 促 進 す る 方 法 で あ っ て 、
　 約 200nmで Ｕ Ｖ 吸 収 最 大 値 を 有 し 、 100μ g/ml未 満 の HL-60細 胞 に お け る Ｉ Ｃ ５ ０ を 使 用
す る バ イ オ ア ッ セ イ 効 力 を 有 す る 、 製 薬 学 的 な 有 効 量 の 精 製 し た 単 離 キ ナ 酸 ア ル キ ル エ ス
テ ル ； 及 び
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る の に 有 効 量 の
非 毒 性 の 不 活 性 な キ ャ リ ア ま た は 希 釈 液
を 含 む 製 薬 組 成 物 を 、 前 記 哺 乳 動 物 に 経 口 投 与 以 外 で 投 与 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る こ と に よ る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る こ
と に よ る 、 哺 乳 動 物 の 免 疫 系 と 関 連 す る 疾 患 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
　 約 200nmで Ｕ Ｖ 吸 収 最 大 値 を 有 し 、 100μ g/ml未 満 の HL-60細 胞 に お け る Ｉ Ｃ ５ ０ を 使 用
す る バ イ オ ア ッ セ イ 効 力 を 有 す る 、 製 薬 学 的 な 有 効 量 の 精 製 し た 単 離 キ ナ 酸 ア ル キ ル エ ス
テ ル ； 及 び
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る の に 有 効 量 の
非 毒 性 の 不 活 性 な キ ャ リ ア ま た は 希 釈 液
を 含 む 製 薬 組 成 物 を 、 前 記 哺 乳 動 物 に 経 口 投 与 以 外 で 投 与 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】



　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る こ と に よ る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る こ
と に よ る 、 哺 乳 動 物 の 炎 症 性 応 答 を 阻 害 す る 方 法 で あ っ て 、
　 約 200nmで Ｕ Ｖ 吸 収 最 大 値 を 有 し 、 100μ g/ml未 満 の HL-60細 胞 に お け る Ｉ Ｃ ５ ０ を 使 用
す る バ イ オ ア ッ セ イ 効 力 を 有 す る 、 製 薬 学 的 な 有 効 量 の 精 製 し た 単 離 キ ナ 酸 ア ル キ ル エ ス
テ ル ； 及 び
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る の に 有 効 量 の
非 毒 性 の 不 活 性 な キ ャ リ ア ま た は 希 釈 液
を 含 む 製 薬 組 成 物 を 、 前 記 哺 乳 動 物 に 経 口 投 与 以 外 で 投 与 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る こ と に よ る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る こ
と に よ る 、 哺 乳 動 物 の 炎 症 性 応 答 と 関 連 す る 疾 患 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
　 約 200nmで Ｕ Ｖ 吸 収 最 大 値 を 有 し 、 100μ g/ml未 満 の HL-60細 胞 に お け る Ｉ Ｃ ５ ０ を 使 用
す る バ イ オ ア ッ セ イ 効 力 を 有 す る 、 製 薬 学 的 な 有 効 量 の 精 製 し た 単 離 キ ナ 酸 ア ル キ ル エ ス
テ ル ； 及 び
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る の に 有 効 量 の
非 毒 性 の 不 活 性 な キ ャ リ ア ま た は 希 釈 液
を 含 む 製 薬 組 成 物 を 、 前 記 哺 乳 動 物 に 経 口 投 与 以 外 で 投 与 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る こ と に よ る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る こ
と に よ る 、 哺 乳 動 物 の 免 疫 能 力 を 促 進 す る 方 法 で あ っ て 、
　 約 200nmで Ｕ Ｖ 吸 収 最 大 値 を 有 す る こ と に よ っ て 特 徴 づ け さ れ 、 木 炭 上 に 吸 着 し 、 ヒ ド
ロ キ シ ル ア ミ ン と 塩 化 鉄 と 反 応 す る 、 製 薬 学 的 な 有 効 量 の 精 製 し た 単 離 カ ル ボ キ シ ア ル キ
ル エ ス テ ル ； 及 び
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る の に 有 効 量 の
非 毒 性 の 不 活 性 な キ ャ リ ア ま た は 希 釈 液
を 含 む 製 薬 組 成 物 を 、 前 記 哺 乳 動 物 に 経 口 投 与 以 外 で 投 与 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る こ と に よ る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る こ
と に よ る 、 哺 乳 動 物 の 免 疫 系 と 関 連 す る 疾 患 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
　 約 200nmで Ｕ Ｖ 吸 収 最 大 値 を 有 す る こ と に よ っ て 特 徴 づ け さ れ 、 木 炭 上 に 吸 着 し 、 ヒ ド
ロ キ シ ル ア ミ ン と 塩 化 鉄 と 反 応 す る 、 製 薬 学 的 な 有 効 量 の 精 製 し た 単 離 カ ル ボ キ シ ア ル キ
ル エ ス テ ル ； 及 び
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る の に 有 効 量 の
非 毒 性 の 不 活 性 な キ ャ リ ア ま た は 希 釈 液
を 含 む 製 薬 組 成 物 を 、 前 記 哺 乳 動 物 に 経 口 投 与 以 外 で 投 与 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る こ と に よ る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る こ
と に よ る 、 哺 乳 動 物 の 炎 症 性 応 答 を 阻 害 す る 方 法 で あ っ て 、
　 約 200nmで Ｕ Ｖ 吸 収 最 大 値 を 有 す る こ と に よ っ て 特 徴 づ け さ れ 、 木 炭 上 に 吸 着 し 、 ヒ ド
ロ キ シ ル ア ミ ン と 塩 化 鉄 と 反 応 す る 、 製 薬 学 的 な 有 効 量 の 精 製 し た 単 離 カ ル ボ キ シ ア ル キ
ル エ ス テ ル ； 及 び
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る の に 有 効 量 の
非 毒 性 の 不 活 性 な キ ャ リ ア ま た は 希 釈 液
を 含 む 製 薬 組 成 物 を 、 前 記 哺 乳 動 物 に 経 口 投 与 以 外 で 投 与 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る こ と に よ る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る こ
と に よ る 、 哺 乳 動 物 の 炎 症 性 応 答 と 関 連 す る 疾 患 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
　 約 200nmで Ｕ Ｖ 吸 収 最 大 値 を 有 す る こ と に よ っ て 特 徴 づ け さ れ 、 木 炭 上 に 吸 着 し 、 ヒ ド
ロ キ シ ル ア ミ ン と 塩 化 鉄 と 反 応 す る 、 製 薬 学 的 な 有 効 量 の 精 製 し た 単 離 カ ル ボ キ シ ア ル キ
ル エ ス テ ル ； 及 び
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　 Ｔ Ｎ Ｆ － α 生 産 を 阻 害 す る 、 ま た は 白 血 球 細 胞 の ア ポ ト ー シ ス を 誘 導 す る の に 有 効 量 の
非 毒 性 の 不 活 性 な キ ャ リ ア ま た は 希 釈 液
を 含 む 製 薬 組 成 物 を 、 前 記 哺 乳 動 物 に 経 口 投 与 以 外 で 投 与 す る こ と を 含 む 方 法 。
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